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ご来場の皆様へ 
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〇会場内ではマスクを着用ください 

〇資料が置いてある席にのみご着席
ください 

〇座席の移動はご遠慮願います 

〇連絡先記入票にご記入ください 

 （提出は説明会終了後） 
〇急に体調を崩された場合はスタッフ
に申し出てください 
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山形県教育庁高校改革推進室 

令和２年 

  ９月２日 新庄市、 ９月４日 最上町 

  ９月７日 真室川町、 ９月９日 金山町 

最上地区の県立高校再編整備

計画＜第２次計画（骨子案）＞ 

地域説明会 

本日のアウトライン 

Ⅰ 最上地区の現状と課題 

Ⅱ これまでの検討の経過 

Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

   ① 基本的な考え方 

   ② 具体的な高校配置 

    ア 新庄市内の高校配置（Ａ案・Ｂ案） 

    イ 定時制の在り方 

    ウ ３分校の在り方 

Ⅳ 今後の予定 
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最上地区の中学校卒業者・見込者数の推移 

Ⅰ 最上地区の現状と課題 

（高1） （小4） （2才） 

13年間で390名減少 

今後13年間で280名減少 

26年間で約3分の1 

に減少 
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これまでの再編整備 

平２４ 

 

 

平２５ ・真室川高校１学級減 

平２６ 

・金山高校分校化  

・新庄北・最上校、新庄南・金山校にキャンパス制導入 

・新庄神室高校（工）１学級減   ・新庄北高校に単位制導入 

平２７ ・真室川高校分校化  ・新庄神室・真室川校にキャンパス制導入 

平２９ 新庄南高校（普）１学級減 

平３０ 新庄北高校（普）に、探究コース導入 

令２ 

 

 

 

 

新庄北 

(全)普５ 

(定)普１ 

最上校 

普１ 

新庄南 

普３ 

商１ 

新庄神室 

農２ 

工３ 

真室川 

普２ 

金山 

普１ 

キャンパス制 

新庄北 

(全)普５ 

(定)普１ 

最上校 

普１ 

キャンパス制 キャンパス制 

新庄南 

普２ 

商１ 

金山校 

普１ 

真室川校 

普１ 

新庄神室 

農２ 

工２ 

入学定員１６学級  (640名) 

Ⅰ 最上地区の現状と課題 
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設置学科・入学定員・入学志願倍率 

高校名 学科 定員 平28 平29 平30 令元 令２ 

新庄北 
全日制 普通 200 1.02 0.80 0.90 1.07 0.80 

定時制 普通 40 0.15 0.18 0.13 0.30 0.15 

新庄北最上校 普通 40 0.53 0.65 0.60 0.20 0.58 

新庄南 
普通 80 1.07 1.03 1.08 1.00 0.91 

商業 40 0.75 1.03 0.83 1.00 0.65 

新庄南金山校 普通 40 0.55 0.73 0.65 0.38 0.48 

新庄神室産業 
農業 80 0.84 0.65 0.79 0.61 0.65 

工業 80 0.81 0.95 0.93 0.80 0.86 

新庄神室産業真室川校 普通 40 0.60 0.78 0.50 0.23 0.45 

新庄東高校の入学定員  240名 

Ⅰ 最上地区の現状と課題 

社会の変化に対応し 

山形の未来をひらく人づくり 

○中学校卒業者数の減少 

 

○高校入学定員の削減 

 

○学校規模の縮小 

 

○学校の活力・教育機能の低下 

少子化への対応 

◇挑戦する意欲を引き出す教育 

◇学力の向上に向けた取組み 

◇地域を支える人材育成 

◇幅広い選択肢の確保 

◇キャリア教育の充実 

◇多様な生徒の学びの場の確保 

高校再編整備の必要性 
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Ⅰ 最上地区の県立高校の現状と課題 

 ▲ 教員数が減少し、進路志望に応じた教育課程編成が困難 

 ▲ 教員集団が組織的に機能し学校全体の教育力を向上させることが困難  

 ▲ 設置できる部活動、生徒会活動、学校行事が制限 

 ▲ 多様な人間関係の中で切磋琢磨し社会性を育むことが困難 

高校の再編整備による望ましい教育環境の確保 8 

 H22.7～H23.5 

 検討委員会 （有識者、8市町村からの教育・産業関係者など13名） 

Ⅱ これまでの検討の経過 
 

検討の経過 

 H24.3 

 「最上地区の県立高校再編整備計画」策定 

令和元年10月～11月 

○ 最上地区の県立高校再編整備に係る地域説明会 

○ 最上地区8市町村への意見聴取 
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令和２年3月 

 最上地区の県立高校再編整備計画＜第２次計画  

 （骨子案）＞公表 

令和元年10月 

○ 小規模校所在自治体からの意見聴取 

○ 小規模校の在り方に係る懇談会 

令和２年２月 

再編整備に関する基本方針の改定 

＜小規模校の在り方の検討＞ 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

○ 望ましい規模（１学年４学級～８学級）を確保 
  ・ 生徒の興味や適性に対応する充実した教育課程の編成 

  ・ 人間関係の中で互いに切磋琢磨できる環境 

① 基本的な考え方 

○ 普通・農業・工業・商業の学科を設置 
  ・ 地域産業の人材育成  ・ 中学生に多様な選択肢を提供 

○ 定時制を夜間から昼の時間帯に移行し、独立校舎に設置 
  ・ 様々な入学動機や学習歴を持つ生徒の個性や学習ニーズへの対応 

  ・ 教育の幅の拡大、夜間通学の負担軽減 

○ 新庄市内の３校を２校に再編 

● 分校については、令和２年度から「学校魅力化に係る地域 

 連携協議会」を設置 

 ・ 学校の魅力化、活性化策を検討し、３年間を目処として実施 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

令和 

2年度 
新庄北 

普5 

定時１ 

新庄南 

普2 

商1 

神室産業 

農2 

工2 

最上校 

普1 
金山校 

普1 

真室川校 

普1 

令和 

8年度 

② 具体的な高校配置 

6校 16学級 

R６年度募集停止 

Ａ案 概要 

新 Ａ 高校 

普5～6 

定時１ 

神室産業 

農2 

工2 

商1 

最上校 

普1 

金山校 

普1 

真室川校 

普1 

5校 14～15学級 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

② 具体的な高校配置 Ａ案 スケジュール 

年度 

 

令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 

新Ａ高校 開校 

 

定時制 

昼間へ 

独立校舎 

神室産業 商業科 

新設 

学級減等 新庄北（全） 
１学級減 

新庄南商業科 

募集停止 

（新Ａ高校 

１学級減） 

最初の 

入学者 

現在の 

小学６年 

現在の 

小学４年 

 

現在の 

小学３年 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 
Ａ案 

概 要 主な特色 

新庄 新Ａ高校 全日制 

普通科５～６学級 

新庄北と新庄南（普通

科）の統合 

新庄北の 

敷地・校舎活用 

コースや特色ある選択科目を

開設して、幅広い進路希望を

実現 

単位制を導入し、少人数や習

熟度別指導を行い、生徒の 

学力を向上させる 

地域社会と連携した活動を展

開し、将来社会を牽引する力

をもつ人材を育成 

ア 新庄市内の高校配置 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 
Ａ案 

概 要 主な特色 

新庄神室産業高校 

商業科を新設 

農業科 ２学級 

工業科 ２学級 

商業科 １学級 

新庄神室産業の 

敷地・校舎活用 

農業・工業・商業一体の特長

を生かし、Society5.0の技術

革新や社会動向に対応したス

ペシャリストを育成 

地域産業や高等教育機関と連

携し、実践的な技能を身に付

け、地域社会と産業の発展に

寄与する生徒を育成 

ア 新庄市内の高校配置 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

令和 

2年度 
新庄北 

普5 

定時１ 

新庄南 

普2 

商1 

神室産業 

農2 

工2 

最上校 

普1 
金山校 

普1 

真室川校 

普1 

令和 

8年度 

6校 16学級 
B案 概要 

新 Ｂ 高校 

普5～6 

商1 

定時１ 

神室産業 

農2 

工2 
最上校 

普1 

金山校 

普1 

真室川校 

普1 

5校 14～15学級 

② 具体的な高校配置 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

② 具体的な高校配置 Ｂ案 スケジュール 

年度 

 

令和６ 令和７ 令和８ 令和９ 

新Ｂ高校 開校 定時制 

昼間へ 

独立校舎 

学級減等 新庄北（全）
１学級減 

 

（新Ｂ高校 

１学級減） 
 

最初の 

入学者 

現在の 

小学６年 

現在の 

小学４年 

 

現在の 

小学３年 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 
Ｂ案 

概 要 主な特色 

新庄 新Ｂ高校 全日制 

普通科５～６学級 

商業科 １学級 

新庄北と新庄南（普通

科・商業科）の統合 

新庄北の 

敷地・校舎活用 

２学科を設置し、コースや特

色ある選択科目を開設して、

就職から進学までの幅広い 

進路希望を実現 

地域社会と連携した活動を展

開し、地域課題に係る探究型

学習を行い、将来地域を牽引

する力をもつ人材を育成 

ア 新庄市内の高校配置 

A案・Ｂ案の比較 

Ａ案のメリット Ｂ案のメリット 

 新Ａ高校（普通科）と新庄神
室産業高校（専門学科）のそ
れぞれの特色がより明確に
なる 

 新庄神室産業高校に商業科
が新設されることで、農・工・
商連携による学びが可能と
なる 

 ２校の学校規模が同じで切
磋琢磨しやすい 

 新Ｂ高校に商業科が設置さ
れ、特色ある選択科目の開
設や幅広い進路への対応
が可能となる 

 

 新Ｂ高校がより大規模にな
り、部活動等の様々な活動
が活性化する 
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Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

ア 新庄市内の高校配置 
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定時制 

 ◇ 令和９年度に、現在の新庄北の夜間定時制を 

  「昼間」定時制に移行 

 ◇ 同年度に、現在の新庄南の敷地･校舎に移転 

    「全日制との共用校舎」から「独立校舎」へ  

Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

変更点 

主な特色 

 ◇ 様々な入学動機や学習歴を持つ生徒の多様な学習ニーズに対応 

 ◇ 「学び直し」や体験的活動を充実させる 

イ 定時制の在り方 
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「県立高校の再編整備に関する基本方針」の改定 

Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

 
◇ １学年当たり１学級の学校（分校を含む）については 
 学校が所在する市町等の意向を踏まえ、学校関係者及び 
 当該市町等で構成する「学校魅力化に係る地域連携協議 
 会」等において、学校の魅力化、活性化策を検討し、令 
 和２年度から３年間を目処として実施 
 
◇ 実施後においても、入学者数に増加傾向が見られない 
 場合は、設置主体を含めた学校の在り方について、地元 
 の町と改めて協議する 
 

ウ ３分校の在り方 

令和２年２月改定 
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学校魅力化に係る地域連携協議会 

Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

◇ １学年当たり１学級の学校が所在する自治体ご 
 とに設置する 
 
◇ 地元自治体と学校が主体となって運営し、教育 
 庁と関係部局等が連携しながらサポートする 
 
 
 
 
 

ウ ３分校の在り方 

（イメージ） 
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最上校、金山校、真室川校について 

Ⅲ 再編整備計画（骨子案）の概要 

 
〇 令和２年度～４年度の３年間、学校の魅力化 
 や活性化策を検討・実施し、入学者増加を目指す 
 
〇 実施後も、入学者が２年連続して定員の２分の 
 １に満たない場合は地元と改めて協議 
 
● これらと並行して、分校の本校化やキャンパス 
 制の在り方について検討 
 

ウ ３分校の在り方 
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◇ 地域説明会（9月2日、4日、7日、9日） 

◇ パブリック・コメント（9月1日～10月1日） 

◇ 意見聴取（7月～11月、学校関係･自治体・産業界等） 

Ⅳ 今後の予定 

令和３年３月  

最上地区の県立高校再編整備計画＜第２次計画＞
策定 

再編整備計画策定に向けて 

 教育庁内での検討 
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山形県教育庁高校改革推進室 

ご静聴ありがとうございました 

最上地区の県立高校再編整備 

地域説明会 


